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みなさんは、セミのいのちはどれぐらいだか知っ

ていますか。一般的には、成虫して 1週間ぐらいと

言われています。でも、これは鳥などの天敵も多い

ことから１週間ぐらいと言われるようになったよ

うです。実際は約 1か月間のいのちがあるそうです。

いずれにしてもあまりにも短いですよね。それに比

べ私たち人間のいのちはどうでしょう。病気や事故

に遭わなければ、だいたい 80 年ぐらいといわれて

います。たしかに人間の寿命は、セミに比べると長

いですが、永遠ではありません。いつかは終わりが

やってきます。そして人間のいのちもセミと同じよ

うに、一度失われてしまうと取り戻すことはできま

せん。かえることのできないいのちはかけがえのな

いものです。 

だからこそ私たちは、いのちを粗末にすることな

く、大切にしなければならないのです。 

さて、新学期が始まりあっという間に 2か月が経

ち、子供たちの多くが楽しみにしているプール開き

が間近となりました。プールでの学習を１・２年生

は「水遊び」、３年生以上では「水泳運動」といい

ます。「水遊び」では「水の中を歩いたり、もぐっ

たり、浮いたりする」ことを学習します。「水泳運

動」では、中学年では「浮いて進むことや、もぐっ

たり浮いたりする運動」を学習します。そして、高

学年では「クロールや平泳ぎ、安全確保につながる

運動」について学びます。しかし、水泳指導で最も

注意することが事故防止です。そのため学校では、

毎年、水泳指導が始まる前に実技指導に関する研修

だけでなく、プール施設に関する研修や救命救急研

修などの安全に関する研修も必ず行っています。 

このように学校の水泳指導では， 安全を一番に

据えて指導を行っていますが、夏は水辺でのスポー

ツやレジャー活動に参加する機会が多くなります。

水泳を通して、いのちを大切にするということも学

ぶ機会であると考えます。プール納めには、今年の

夏は水泳が楽しかったという子供たちの声が聞こ

えてくることを願っています。 

雨水流出抑制対策工事について 

 以前よりお知らせしていましたが、6月 14日（土）

から 10月 14日（火）までの 4か月間、雨水流出抑

制対策工事が行われます。それに伴い本校校庭の使

用ができなくなります。子供たちが登校する期間は、

校庭の校舎側（約 3.5m幅）は使用可能ですので、

登校に大きな変更等の影響はないと考えています。

しかし、校舎に入る時間までの待機場所が狭くなり

ますので、児童が登校時間内（8:10～8:15）に学校

に到着するようにご協力をお願いします。 
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                   教育相談の取組について       教育相談コーディネーター  

                               竹川 優子 

 教育相談の一歩～心理的安全性～ 

本校では、発達の問題や通級等を担当する特別支

援教育委員会とは別に、不登校やいじめ問題を中心

とした子供たちの心の問題についての対応を検討す

る教育相談委員会が組織に位置付けられています。  

今年度は保護者会にて「いじめ防止基本方針」を説

明させていただきました。 

不登校・いじめ問題を、集団の中で発生する問題と

して捉え、学級経営や児童理解に関する研修や、学

級満足度調査「Q-U」の取組を行っていきます。 

子供たちの様々な問題行動や不適応の裏には、「不

安」が関係していることが多くあります。不安から心

を防衛するために、他者を攻撃したり逃避したりする

行動をとります。そのため、まずは学校、教室が心理

的に安全であること（心理的安全性）が大切となりま

す。誹謗中傷されず居場所がある、困ったときは相談

できる、そのような環境を、教員だけでなく、支援員

や子供見守りボランティア、スクールカウンセラー等

教職員全体で築いていくことが、教育相談の一歩と考

え実践していきます。 
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